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第
１
部
で
平
川
氏
は
Ｓ
Ｏ

Ｌ
Ａ
Ｓ
条
約
の
改
正
に
よ
っ

て
、
▽
荷
送
人
は
、
規
定
さ

れ
た
方
法
で
輸
出
コ
ン
テ
ナ

の
総
重
量
の
計
測
・
確
定
を

行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

る
▽
計
測
・
確
定
さ
れ
た
コ

ン
テ
ナ
総
重
量
は
船
長
、
ま

た
は
そ
の
代
理
人
に
報
告
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
▽
荷
送
人

か
ら
の
コ
ン
テ
ナ
総
重
量
の

情
報
提
供
が
な
い
場
合
に
は

船
積
禁
止
と
な
る
―
と
し
た

上
で
、
「
国
交
省
は
『
危
険

物
船
舶
運
送
及
び
貯
蔵
規

則
』
と
『
特
殊
貨
物
船
舶
運

送
規
則
』
を
一
部
改
正
し
、

コ
ン
テ
ナ
貨
物
の
計
量
方
法

及
び
総
重
量
の
確
定
方
法
を

定
め
た
。
ま
た
、
一
般
に
Ｂ

／
Ｌ
上
に
お
い
て
は
、
荷
主

の
運
送
人
に
対
す
る
貨
物
重

量
の
事
前
通
告
義
務
が
あ

り
、
違
反
に
際
し
て
の
荷
主

の
損
害
賠
償
義
務
が
規
定
さ

れ
て
い
る
」
と
話
し
た
。

　「
荷
送
人
」
に
つ
い
て
の

説
明
で
は
、
「
い
わ
ゆ
る

S
h
ipper

の
こ
と
で
あ
る

が
、
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｓ
条
約
下
に

お
け
るS

h
ipper

と
は
、

Ｏ
ｃ
ｅ
ａ
ｎ
　
Ｂ
／
Ｌ
　

（
Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
　
Ｂ
／

Ｌ
）
に
記
名
さ
れ
た
者
を
指

す
た
め
、
フ
レ
ー
ト
フ
ォ
ワ

ー
ダ
ー
な
ど
も
含
ま
れ
て
お

り
、
イ
ン
コ
タ
ー
ム
ス
に
お

け
るS

h
ipper

と
は
必
ず

し
も
一
致
し
な
い
場
合
が
あ

る
。
従
っ
て
、
フ
レ
ー
ト
フ

ォ
ワ
ー
ダ
ー
は
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｓ

条
約
上
の
荷
送
人
と
し
て
の

責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る

点
、
ま
ず
注
意
が
必
要
で
あ

る
」
と
述
べ
た
。

　
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｓ
条
約
改
正
で

押
さ
え
る
べ
き
10
項
目
と
し

て
は
、
①
関
係
法
令
②
重
量

確
定
は
荷
送
人
の
責
任
で
あ

る
こ
と
③
対
象
コ
ン
テ
ナ
④

重
量
確
定
方
法
⑤
船
社
や
コ

ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
責
任
者
へ
の

確
定
重
量
伝
達
方
法
⑥
船
社

や
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
責
任
者

の
義
務
⑦
荷
送
人
自
ら
重
量

確
定
す
る
場
合
の
国
交
省
へ

の
届
け
出
方
法
⑧
荷
送
人
か

ら
委
託
を
受
け
て
重
量
確
定

す
る
事
業
者
の
登
録
方
法
⑨

国
交
省
に
よ
る
監
査
や
罰
則

⑩
主
要
諸
外
国
に
お
け
る
国

内
法
化
の
現
状
―
を
挙
げ

た
。

　
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｓ
条
約
改
正
の

ま
と
め
と
し
て
、
今
後
、
荷

送

人
（S

h
ipper

）

に

は
、
コ
ン
テ
ナ
の
船
積
禁
止

に
よ
る
費
用
損
害
や
、
重
量

誤
申
告
に
よ
る
賠
償
責
任
と

い
っ
た
損
害
・
賠
償
責
任
が

想
定
さ
れ
る
と
説
明
。
コ
ン

テ
ナ
の
船
積
禁
止
に
よ
る
費

用
損
害
に
関
し
て
は
、
コ
ン

テ
ナ
総
重
量
通
知
の
漏
れ

や
、
規
定
の
計
測
条
件
を
充

足
し
て
い
な
い
、
情
報
誤
り

な
ど
に
よ
っ
て
船
積
み
さ
れ

な
か
っ
た
場
合
の
費
用
（
例

：
臨
時
保
管
費
用
、
返
送
費

用
）
、
あ
る
い
は
船
舶
に
積

載
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

る
遅
延
に
伴
う
発
生
費
用

（
代
替
品
急
送
費
用
な
ど
）

が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
し
た
。

　
重
量
誤
申
告
に
よ
る
賠
償

責
任
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
テ

ナ
重
量
の
誤
り
な
ど
に
起
因

し
て
、
荷
崩
れ
な
ど
の
事
故

が
発
生
し
た
場
合
の
他
人
の

財
物
の
損
害
ま
た
は
身
体
の

障
害
に
対
す
る
損
害
賠
償
責

任
（
例
：
船
会
社
に
対
す
る

責
任
、
荷
役
業
者
に
対
す
る

責
任
、
他
の
荷
主
に
対
す
る

責
任
な
ど
）
に
留
意
す
べ
き

と
指
摘
し
た
。

　
次
に
、
危
険
物
輸
送
に
関

す
る
荷
送
人
の
賠
償
責
任
に

つ
い
て
解
説
し
、
「
商
法
の

う
ち
貨
物
や
旅
客
の
運
送
、

海
運
に
関
わ
る
規
定
（
第
２

編
第
７
・
８
章
お
よ
び
第
３

編
〈
運
送
・
海
商
〉
）
は
１

８
９
９
年
の
制
定
以
降
、
実

質
的
な
改
正
が
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
商
法
制
定
以
来
の

社
会
・
経
済
情
勢
へ
の
変
化

へ
の
対
応
、
荷
主
・
運
送
人

そ
の
他
の
運
送
関
係
者
間
の

合
理
的
な
利
害
の
調
整
、
海

商
法
制
に
関
す
る
世
界
的
な

動
向
へ
の
対
応
な
ど
の
観
点

か
ら
見
直
し
を
行
う
必
要
性

が
法
務
大
臣
か
ら
示
さ
れ
、

２
０
１
６
年
10
月
に
「
商
法

及
び
国
際
海
上
物
品
運
送
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
今

次
の
臨
時
国

会
に
提
出
さ

れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
本

法
案
が
成
立

す
れ
ば
、
施

行
は
18
年
春

ご
ろ
が
見
込

ま
れ
る
」
と

説
明
し
た
。

　
そ
の
上

で
、改
正
法

案
で
新
設
さ

れ
た
荷
送
人

に
危
険
物
に

つ
い
て
の
通

知
義
務
が
あ

る
旨
の
規
定
は
、
立
証
責
任

が
荷
送
人
に
転
換
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
荷
送
人
が

危
険
物
の
通
知
を
怠
っ
た
こ

と
に
過
失
が
な
か
っ
た
こ
と

を
立
証
で
き
な
い
場
合
に
は

賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
に
な

る
（
過
失
推
定
責
任
）
と
話

し
た
。

　
ま
と
め
と
し
て
、
荷
送
人

（S
h
ipper

）
に
は
申
告

上
の
過
失
に
よ
る
賠
償
責

任
、
不
適
切
な
輸
送
に
よ
る

賠
償
責
任
の
発
生
が
想
定
さ

れ
る
と
指
摘
。
申
告
上
の
過

失
に
よ
る
賠
償
責
任
に
つ
い

て
は
、
貨
物
の
分
類
上
の
誤

り
や
、
危
険
品
の
申
告
漏
れ

な
ど
に
起
因
し
て
、
危
険
物

が
正
し
く
積
み
付
け
さ
れ
ず

（
高
温
と
な
る
場
所
に
積
ま

れ
る
な
ど
）
、
化
学
反
応
な

ど
を
起
こ
し
、
他
者
に
損
害

を
与
え
た
場
合
、
船
体
（
船

主
）
に
対
す
る
責
任
や
他
の

貨
物
（
荷
主
）
に
対
す
る
責

任
が
生
じ
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
と
し
た
。

　
不
適
切
な
輸
送
に
よ
る
賠

償
責
任
に
つ
い
て
は
、
貨
物

の
特
性
に
応
じ
た
梱
包
、
所

要
の
コ
ン
テ
ナ
種
類
や
輸
送

手
段
の
選
択
な
ど
、
適
切
な

方
法
が
採
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
に
起
因
し
て
、
貨
物
が
輸

送
中
に
変
質
な
ど
を
起
こ

し
、
他
者
に
損
害
を
与
え
た

場
合
、
船
体
（
船
主
）
に
対

す
る
責
任
や
他
の
貨
物
（
荷

主
）
に
対
す
る
責
任
を
負
う

こ
と
に
な
る
と
述
べ
た
。

　
第
２
部
で
村
山
氏
は
平
川

氏
の
講
演
内
容
を
受
け
て
、

国
際
輸
送
に
お
い
て
顕
在
化

し
て
き
て
い
る
リ
ス
ク
と
し

て
、
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｓ
条
約
改
正

に
お
け
る
重
量
の
確
定
義

務
、
商
法
改
正
へ
の
動
き
に

見
ら
れ
る
危
険
物
の
申
告
義

務
、
大
手
海
運
会
社
の
再
建

手
続
き
に
お
け
る
輸
送
の
完

遂
義
務
を
挙
げ
た
上
で
、
荷

送
人
の
賠
償
責
任
リ
ス
ク
に

備
え
る
保
険
と
し
て
「C

ar

g
o O
w
n
e
r's E

rro
rs 

&

 O
m
ission

s L
iabili

ty In
su
ran
ce

」
を
紹

介
。
貨
物
の
輸
送
中
（
積
み

込
み
・
荷
卸
し
作
業
中
を
含

む
）
に
当
該
貨
物
が
起
こ
し

た
事
故
な
ど
に
よ
っ
て
、
他

の
荷
主
な
ど
の
第
三
者
や
運

送
人
の
財
物
に
損
害
を
与
え

た
場
合
、
も
し
く
は
身
体
に

障
害
を
与
え
た
場
合
に
、
荷

主
が
負
う
運
送
契
約
上
お
よ

び
法
律
上
の
責
任
を
カ
バ
ー

す
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し

た
。

　
ま
た
、
誤
申
告
や
申
告
漏

れ
で
貨
物
の
引
き
取
り
が
拒

否
さ
れ
て
し
ま
っ
た
際
に
発

生
す
る
各
種
費
用
に
つ
い
て

カ
バ
ー
す
る
特
約
「E

x
t

ra E
x
p
e
n
se fo

r E
rr

o
r
s a
n
d O
m
is
s
io

n
s

」
を
紹
介
し
、
被
保
険

者
も
し
く
は
そ
の
使
用
人
に

よ
る
貨
物
の
申
告
、
重
量
の

確
認
・
確
定
な
ど
の
誤
り
や

漏
れ
な
ど
の
過
失
に
伴
い
、

船
会
社
や
港
湾
施
設
が
貨
物

の
受
け
取
り
を
拒
否
し
た
場

合
、
貨
物
の
返
送
に
掛
か
る

運
賃
や
各
種
費
用
、
貨
物
の

輸
送
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
代
替
品
を
急
送
す
る
た
め

に
掛
か
る
運
賃
や
各
種
費

用
、
貨
物
の
荷
積
み
や
荷
卸

し
に
掛
か
る
費
用
、
再
梱
包

費
用
、
保
管
費
用
な
ど
を
補

償
す
る
こ
と
な
ど
を
解
説
し

た
。

　
講
演
を
通
じ
て
、
村
山
氏

は
「
荷
送
人
と
し
て
ど
の
よ

う
な
リ
ス
ク
を
負
っ
て
い
る

の
か
、
正
確
に
認
識
い
た
だ

く
こ
と
が
最
も
重
要
。
そ
の

上
で
、
適
切
な
保
険
手
配
に

つ
い
て
保
険
代
理
店
、
保
険

会
社
に
相
談
し
て
ほ
し
い
」

と
繰
り
返
し
述
べ
た
。

「
国
際
輸
送
に
お
け
る
荷
主
と
運
送
人
の
立
場
」セ
ミ
ナ
ー

今
後
の
国
際
輸
送
リ
ス
ク
へ
の
対
応
解
説

　
イ
ン
タ
ー
リ
ン
ク
と
東
京
海
上
日
動
は
こ
の
ほ
ど
、
福
岡
県
福
岡
市
の
福
岡

東
京
海
上
日
動
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
で
「
国
際
輸
送
に
お
け
る
荷
主
と
運
送
人
の
立

場
」
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
第
１
部
は
東
京
海
上
日
動
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
損
害

部
国
際
物
流
第
一
グ
ル
ー
プ
の
平
川
猛
課
長
が
「
国
際
輸
送
に
お
い
て
顕
在
化

し
て
き
て
い
る
リ
ス
ク
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。
第
２
部
で
は
、

総
合
営
業
第
二
部
貨
物
海
外
課
の
村
山
進
午
課
長
が
国
際
輸
送
に
お
い
て
顕
在

化
し
て
き
て
い
る
リ
ス
ク
を
挙
げ
た
後
、
荷
送
人
の
賠
償
責
任
リ
ス
ク
に
備
え

る
保
険
を
紹
介
し
た
。

平川氏

村山氏

参加者は熱心に聴講した

インターリンク　東京海上日動

荷
送
人
の
賠
償
責
任
リ
ス
ク
に
備
え
る
保
険
を
紹
介


